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事業費 市債 繰入金 一般財源

3億2,685万4千円 2億3,630万円 2,540万3千円 6,515万1千円

計画の推進

昭和55年の市庁舎建設から40年以上経過し、施設・設備の老朽化が進んで

いるため、計画的なバリアフリー化、省エネルギー化に重点をおいた維持修繕を実

施するとともに、現在地階にある電気室を庁舎東側（現駐輪場）に移設し、

市庁舎の現状機能を確保します。

■事業内容 ・電気室棟（１F駐輪場）建設工事

・エアハンドリングユニット更新工事

■事業内容 ・庁舎大規模改修にかかる設計 など

事業費 寄附金

100万円 100万円
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事業費 一般財源

378万4千円 378万4千円

計画の推進

事業費 国 一般財源

86万6千円 43万3千円 43万3千円


